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彙
報

一
、
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
評
議
員
の
選
出

○
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
評
議
員
︵
任

期
二
〇
二
一
年
四
月
一
日
～
二
〇
二
三
年
三
月

三
十
一
日
︶
を
選
出
し
た
︵
学
会
幹
事
を
選
挙
管

理
委
員
と
し
、
無
記
名
連
記
、
郵
送
投
票
に
よ
り

実
施
︶。
会
員
の
互
選
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
評
議

員
は
次
の
十
六
名
で
あ
る
。

　

 

五
十
嵐
沙
千
子
、井
川
義
次
、伊
藤
益
、小
野
基
、

北
夏
子
、
木
村
武
史
、
桑
原
直
己
、
佐
藤
貢
悦
、

千
葉
建
、
津
崎
良
典
、
土
井
裕
人
、
檜
垣
良
成
、

保
呂
篤
彦
、
山
中
弘
、
吉
水
千
鶴
子
、
和
久
希

︵
五
十
音
順
、
敬
称
略
︶

二
、
評
議
員
会
の
開
催

　

二
〇
二
〇
年
四
月
三
十
日
︵
木
︶
か
ら
六
月
八

日
︵
月
︶
に
か
け
て
、
第
一
回
評
議
員
会
が
メ
ー

ル
会
議
で
開
催
さ
れ
た
。

○
事
務
局
代
表
に
、
檜
垣
良
成
氏
、
保
呂
篤
彦
氏

が
委
嘱
さ
れ
た
。

○
幹
事
に
、
北
夏
子
、
高
石
憲
明
各
氏
が
委
嘱
さ

れ
た
。

○
二
〇
二
〇
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
た
。

○
学
会
賞
の
選
考
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

○
学
会
賞
の
規
約
の
改
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
。

○
復
帰
会
員
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

○
終
身
会
員
に
推
薦
さ
れ
る
基
準
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
た
。

○
学
会
活
動
費
の
削
減
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
十
月
十
七
日
︵
土
︶、
第
二
回
評

議
員
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
︵Zoom

︶
で
開
催
さ
れ

た
。

○
院
生
幹
事
に
、
竹
中
淳
、
丸
山
徹
、
パ
ク
・

ヒ
ー
オ
ン
の
各
氏
が
委
嘱
さ
れ
た
。

○
二
〇
二
〇
年
度
の
筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会

奨
励
賞
を
、
松
島
恒
煕
氏
、﹁
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
本

来
性
に
お
け
る
世
界
内
存
在
の
可
能
性
に
つ
い

て
﹂﹃
哲
学
・
思
想
論
叢
﹄
第
三
十
八
号
、
筑
波

大
学
哲
学
・
思
想
学
会
、
二
〇
二
〇
年
に
対
し
て

授
与
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

三
、
第
四
十
一
回
学
術
大
会
の
開
催

　

筑
波
大
学
哲
学
・
思
想
学
会
第
四
十
一
回
大
会

は
、
二
〇
二
〇
年
十
月
十
七
日
︵
土
︶
に
オ
ン
ラ

イ
ン
︵Zoom

︶
で
開
催
さ
れ
、以
下
の
研
究
発
表
、

公
開
講
演
お
よ
び
総
会
が
行
わ
れ
た
。

︹
研
究
発
表
︺

　

１　

 

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ
る
永
劫
回
帰
思
想
解
釈

を
通
じ
た
﹁
本
来
的
時
間
性
﹂
と
死
と
の

関
係
に
つ
い
て 

丸
山　

徹

　

２　

 ﹃
啓
蒙
の
弁
証
法
﹄
に
お
け
る
﹁
イ
デ
ィ

オ
ジ
ン
ク
ラ
ジ
ー
﹂
と
は
何
か 

布
施
京
悟

　

３　

 

和
辻
の
解
釈
的
倫
理
学
に
お
け
る
人
間
存

在
の
顕
示
―
﹁
実
践
的
了
解
﹂
の
概
念
を

め
ぐ
っ
て
― 

李　

璐

　

４　

 ﹁
太
陽
神
か
ら
生
ま
れ
た
マ
ガ
﹂
の
伝
説

の
成
立
背
景
―
﹃
サ
ー
ン
バ
・
プ
ラ
ー
ナ
﹄

第
二
十
六
章
を
手
が
か
り
に
―

 

永
井
悠
斗

　

５　

 

元
田
永
孚
の
儒
教
的
理
想
主
義
―
儒
教
と

皇
道
主
義
的
言
説
の
間
― 

嚴　

錫
仁

　

６　

 

ヘ
ー
ゲ
ル
の
論
理
学
と
ジ
ェ
ン
テ
ィ
ー
レ

の
弁
証
法 

吉
田
真
哉

　

７　

 

種
か
ら
芽
は
生
じ
る
か
―
仏
教
に
お
け
る

﹁
不
生
不
滅
﹂
の
思
想 

吉
水
千
鶴
子

︹
公
開
講
演
︺

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
﹃
デ
・
ア
ニ
マ
﹄
の
日
本
に
お

け
る
受
容
―
ベ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
と
出
隆
の
霊
魂
論

を
中
心
に

中
山
大
学
準
教
授　

廖　

欽
彬
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︹
総
会
︺

○
活
動
報
告　

二
〇
一
九
年
度
の
活
動
報
告
が
承

認
さ
れ
た
。

○
会
計
報
告　

高
石
憲
明
幹
事
よ
り
、
別
表
の
通

り
令
和
元
年
度
会
計
報
告
︵
平
成
三
十
一
年
四
月

一
日
～
令
和
元
年
三
月
三
十
一
日
︶
が
な
さ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。

四
、
編
集
委
員
会
の
開
催

　
﹃
哲
学
・
思
想
論
叢
﹄
第
三
十
九
号
の
第
一
回

編
集
委
員
会
が
、
六
月
十
七
日
︵
水
︶
に
オ
ン
ラ

イ
ン
︵Team

s

︶
で
開
催
さ
れ
た
。

○
第
三
十
九
号
の
編
集
方
針
・
日
程
等
が
検
討
さ

れ
た
。

　

第
二
回
編
集
委
員
会
が
、
九
月
九
日
︵
水
︶
に

オ
ン
ラ
イ
ン
︵Team

s

︶
で
開
催
さ
れ
た
。

○
第
四
十
一
回
学
術
大
会
研
究
発
表
者
の
選
考
が

行
わ
れ
た
。

○
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

　

第
三
回
編
集
委
員
会
が
、
十
月
七
日
︵
水
︶
に

オ
ン
ラ
イ
ン
︵Team

s

︶
で
開
催
さ
れ
た
。

○
投
稿
論
文
の
審
査
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

○
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

　

第
四
回
編
集
委
員
会
が
、
十
月
二
十
八
日︵
水
︶

に
オ
ン
ラ
イ
ン
︵Team

s

︶
で
開
催
さ
れ
た
。

○
投
稿
論
文
が
審
査
さ
れ
た
。

五
、
会
員
異
動

○
新
入
会
員

　

 

新
井
洸
樹
、
荒
木
魁
斗
、
ガ
ル
・
パ
ウ
ェ
ス
ト

リ
、
近
藤
隼
人
、
徐
啓
鈞
、
武
石
智
典
、
橋
本

高
志
、
畑
田
晃
佑
、
北
條
孝
祐

○
終
身
会
員

　

米
澤
克
夫

○
退
会
会
員

　

 

神
山
和
好
、
佐
久
間
秀
範
、
寺
川
泰
弘
、
廣
川

洋
一
、
堀
池
信
夫
、
松
金
公
正

︵
五
十
音
順
敬
称
略
︶

︵
二
〇
二
一
年
一
月
十
八
日　

高
石
憲
明
記
︶

収　　　　　入 支　　　　　出

前 年 度 繰 越 金 825,712
学 会 費 660,000
寄 付 1,000

機 関 誌 作 成 費 260,280
通 信 費 65,146
ア ル バ イ ト 代 37,000
大 会 開 催 費 64,255
評 議 員 会 開 催 費 150,679
事 務 用 品 代 7,319
会 費 返 納 4,648
次 年 度 繰 越 金 897,385

計  1,486,712 計  1,486,712

筑波大学哲学・思想学会令和元年度会計報告
（平成 31年 4月 1日～令和 2年 3月 31日）会計担当幹事　北夏子

（単位：円）

﹃
哲
学
・
思
想
論
叢
﹄

　
　

第
四
十
号
原
稿
募
集

・
原
稿
締
切
日

　

九
月
最
終
水
曜
日
の
前
日
。

　

二
〇
二
一
年
九
月
二
十
八
日
︵
火
︶

　

論
文
執
筆
規
定
を
ご
参
照
の
上
、
ご
寄
稿
く

だ
さ
い
。
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